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京
都
男
帯
會
規
約

一
、
本
食
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圓
る

こ
と
を
昌
的
と
す
る

「
、
右
の
翼
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
愈
誌
「
哲
學
研
究
」
を
登
行
す
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
愈
を
開
く

㈱
　
薩
時
研
究
禽
を
開
く

一
、
・
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
倉
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
禽
員
の
中
か

ら
委
員
倉
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
壷
皿
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
。
圏
書
館
。
其
他
の
團
膿
は
團
髄
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
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一
、
一
員
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倉
費
と
し
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年
二
、
○
○
○
圏
（
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誌
三
聡
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前
納
す
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一
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曾
員
は
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誌
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配
布
を
受
け
倉
誌
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豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
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こ
と
が
で
き
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一
、
本
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事
務
翫
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窟
都
大
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文
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部
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お
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約
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正
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委
員
會
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定
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よ
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智
院
大
学
〔
倫
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〕
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勤
講
師
）
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告

　
京
都
暫
学
会
前
委
員
、
京
都
大
学
元
教
授
、
蓮
実
重
康
先
生
は

か
ね
て
か
ら
病
気
御
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
本
年
一
月
十
一
日
午
後

十
　
一
時
四
十
分
、
腎
臓
腫
瘍
の
た
め
東
京
大
学
付
属
病
院
に
お
い

て
逝
張
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
七
十
三
歳
。

　
先
生
は
昭
和
三
十
二
年
に
新
設
さ
れ
た
美
学
美
術
史
学
第
二
講

座
の
初
代
教
窟
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
よ
り
昭
和
闘
十
二
年
ま
で
十

一
年
に
わ
た
っ
て
同
講
座
を
抵
当
さ
れ
、
独
自
な
学
風
の
形
成
と

研
究
者
の
養
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
京
都
哲
学
会
委
員
と
し
て
学
会
の
維
持
発
展
の
為
に

意
を
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
「
室
町
時
代
初

期
に
於
け
る
、
爾
僧
如
拙
の
存
在
意
義
」
（
四
五
照
号
）
、
昭
和
四
十

一
年
に
は
「
縄
文
文
化
の
時
代
の
土
偶
彫
刻
に
お
け
る
抽
象
と
具

象
の
芸
術
的
意
味
」
（
五
〇
〇
号
）
と
題
す
る
二
篇
の
論
文
を
本

誌
上
に
発
褒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
先
盗
に
哀
惜
の
念

を
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げ
る
と
と
も
に
、
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
学
会



」

會

告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま
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、
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京
都
市
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京
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吉
田
京
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大
學
文
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禽
（
振
替
口
書
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
○
○
○
圓
）
を
お
…
彿

込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
三
重
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
螢
費

に
關
す
る
「
切
は
東
京
都
千
代
照
塵
一
番
跡
㎜
七
番
地
創
文

箱
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
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願
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一
、
垂
々
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
箏
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
愈
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
驕
す
る
通
船
・
薪
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書
。
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雑
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本
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註
　
文
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一
、
禽
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外
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購
譲
考
の
御
註
文
及
び
贋
告
揚
載
に
瀾
す
る

件
は
「
創
文
就
」
へ
御
申
込
下
さ
い

｝
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
七

〇
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
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薗
金
に
て
お
送
り
下
さ
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